
22

花
粉
症
情
報
の
要
注
意
日

・
晴
れ
ま
た
は
曇
り

・
最
高
気
温
が
高
い

・
湿
度
が
低
い

・
や
や
強
い
南
風
が
吹
き
、
そ
の

後
北
風
に
変
化
し
た
と
き

　

前
日
ま
た
は
当
日
の
未
明
ま
で

雨
で
、
そ
の
後
天
気
が
急
に
回
復

し
て
晴
れ
、

南
風
が
吹

い
て
気
温

が
高
く
な

る
日
が
要

注
意
日
と

な
り
ま
す
。

生
活
上
の
注
意
点　

①
外
出
を
控
え
め
に
す
る

　

花
粉
の
飛
散
の
多
い
日
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

②
ド
ア
・
窓
を
閉
め
る

　

こ
ま
め
に
花
粉
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
も
大
切
で
す
。

③
外
出
し
た
ら
、
洗
顔
や
う
が
い

を
す
る

  

体
に
付
い
た
花
粉
は
き
ち
ん
と

洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
習

慣
と
し
て
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
洗
濯
物
、
布
団
に
も
注
意
を

　

花
粉
が
付
着
し
て
、
寝
て
い
る

間
の
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
外
に
干
し
た
洗
濯

物
や
布
団
は
花
粉
を
よ
く
落
と
し

花
粉
症
に
つ
い
て
の
知
識

　

～
花
粉
症
の
原
因
～

　

現
在
、
日
本
人
の
20
％
が
花
粉

症
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉

の
飛
ぶ
季
節
に
だ
け
症
状
が
あ

り
、
約
60
種
類
の
植
物
に
よ
り
花

粉
症
を
引
き
起
こ
す
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
に
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、

ブ
タ
ク
サ
、

シ
ラ
カ
バ
な

ど
の
植
物
が

原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
症
状

　

く
し
ゃ
み
、
鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま

り
、
目
の
か
ゆ
み
、
涙
、
充
血
な

ど
を
伴
う
場
合
が
多
く
、
そ
の
他

に
喉
の
か
ゆ
み
、皮
膚
の
か
ゆ
み
、

下
痢
、
熱
っ
ぽ
い
感
じ
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

文
化
と
は
私
た
ち
の
生
活
を
明

る
く
豊
か
に
す
る
た
め
の
基
本
を

な
す
も
の
で
す
。
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
文
化
を
育
て
広
め
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
文
化
活
動

で
す
。

　

栃
木
県
で
は
「
文
化
の
香
り
高

い
と
ち
ぎ
」
を
実
現
す
る
た
め
、

「
文
化
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、４

月
か
ら
具
体
的
な
基
本
計
画
を
策

定
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
気
運
が
市
町
村
に
ま
で
浸

透
し
、
住
み
よ
い
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
町
文
化
協
会
は
平
成
18

年
度
に
発
足
し
、
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。部
門
と
し
て
は
文
芸
、書

画
、
音
楽
、
茶
華
道
、
写
真
、
吟

詩
舞
、
歌
謡
、
囲
碁
将
棋
、
菊
花

盆
栽
、
民
謡
民
舞
、
手
工
芸
、
郷

土
芸
能
等
々
25
部
門
。１
、０
０
０

人
近
い
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
大
会
を
開
催
し
た
り
、
サ
ー
ク

ル
を
も
つ
な
ど
、
独
自
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
態
を
広
く

町
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
月
か
ら
１
年
間
に

わ
た
り
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
活
動
は
文
化

祭
、
音
楽
祭
、
民
謡
民
舞
大
会
、

歌
謡
祭
、
福
島
方
面
へ
の
視
察
研

修
、
那
須
烏
山
市
文
化
協
会
と
の

合
同
研
修
、広
重
美
術
館
友
の
会
、

文
化
財
愛
護
会
等
と
合
同
で
の
美

術
館
巡
り
、
文
化
振
興
大
会
へ
の

参
加
、
さ
ら
に
８
０
０
余
人
の
聴

衆
を
魅
了
し
た「
第
九
を
歌
う
会
」

の
開
催
な
ど
会
員
の
参
加
と
協
力

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
花
の
風
ま
つ
り
等
へ

も
協
賛
し
、
従
来
の
活
動
を
更
に

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
会
員

の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

町
文
化
協
会
会
長　

大
高
松
竹

連
絡
先　

生
涯
学
習
課

☎
０
２
８
７
―
92
―
２
８
９
７

ま
し
ょ
う
。

⑤
掃
除
は
こ
ま
め
に

　

室
内
に
も
か
な
り
の
花
粉
が
侵

入
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
外
出
時
は
完
全
防
備
で

　

帽
子
・
メ
ガ
ネ
・
マ
ス
ク
・
ス

カ
ー
フ
等
を
身
に
付
け
て
、
コ
ー

ト
も
ツ
ル
ツ
ル
し
た
素
材
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

⑦
玄
関
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

　

衣
服
・
ペ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
た

花
粉
は
な
る
べ
く
室
内
に
持
ち
込

ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
に
つ
い
て

　

花
粉
症
の
治
療
に
は
、
薬
物
療

法
、
減
感
作
療
法
、
手
術
療
法
が

あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
に
効
く
薬
は
、
時
期
と

症
状
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
減

感
作
療
法
は
、
花
粉
の
原
因
と
な

る
抗
原
の
花
粉
を
、
少
し
づ
つ
増

や
し
な
が
ら
注
射
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
弱
め
て
い
く
療
法
で

す
。

　

手
術
療
法
は
、
鼻
の
粘
膜
の
一

部
を
レ
ー
ザ
ー
で
焼
い
て
、
花
粉

が
付
着
し
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
治
療

で
す
。

　

毎
年
の
症
状
の
出
方
、
現
在
の

症
状
を
把
握
し
、
主
治
医
と
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
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①

町文化協会　大高松竹会長
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西
澤
真
樹
子
／
監
修
・
解
説
（
ア
リ
ス
館
）

　

ま
ず
、
ス
タ
ー
ト
は
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
へ
び

の
骨
か
ら
、
ウ
サ
ギ
の
骨
は
耳
に
は
な
い
。
リ
ス
・
コ
ウ
モ

リ
・
ペ
ン
ギ
ン
に
イ
ル
カ
…
。

　

骨
に
興
味
の
あ
る
子
は
必
見
の
一
冊
で
す

◇
『
数
学
で
つ
ま
ず
く
の
は
な
ぜ
か
』
小
島
寛
之
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
遺
し
た
い
言
葉
』
瀬
戸
内
寂
聴
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇
『
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
ツ
』
重
松
清
／
著
（
朝
日
新
聞
社
）

◇
『
夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ
』
水
野
敬
也
／
著
（
飛
鳥
新
社
）

◇
『
道
草
料
理
入
門
』
大
海
勝
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）

◇
『
す
っ
と
び
犬
指
名
手
配
』
Ｊ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
／
作
・
岡
本
浜
江
／
訳
（
文
研
出
版
）

◇
『
王
の
森
の
ふ
し
ぎ
な
木
』
ジ
ェ
ニ
ー
・
ニ
モ
／
作
・
田
中
薫
子
／
訳
（
徳
間
書
店
）

◇
『
む
し
を
た
べ
る
く
さ
』
渡
邉
弘
晴
／
写
真
・
伊
地
知
英
信
／
文
（
ポ
プ
ラ
社
）

◇
『
い
た
ず
ら
ぎ
つ
ね
』
中
川
李
枝
子
／
文
・
山
脇
百
合
子
／
絵
（
の
ら
書
房
）

◇
『
あ
た
ま
山　

ラ
ン
ラ
ン
ら
く
ご
』
斉
藤
洋
／
文
・
高
畠
純
／
絵
（
あ
か
ね
書
房
）

猫
柳
村
を
上
げ
て
の
堰せ

き

普ぶ

請し
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

松
竹

さ
ざ
な
み
の
湖
を
は
る
か
に
梅
の
園　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

塚
原　
　

廣

中
天
に
絵
を
描
き
つ
つ
鳥
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

藤
田　

マ
ス

春
雪
の
嶺
よ
り
明
く
る
峡
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

小
川
の
ぶ
子

梅
の
香
に
惰
眠
む
さ
ぼ
る
男
猫　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

和
泉
す
み
を

風
向
き
を
頬
で
確
か
む
野
焼
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

荒
井　

大
作

閉
校
の
式
に
高
ら
か
子
ら
歌
う
校
歌
の
あ
と
の
深
き
静
も
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　
　

藤
田　

和
夫

ま
ゝ
ご
と
の
如
く
園
児
と
茶
を
点
て
る
七
十
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
童
に
還
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

西
宮　

定
子

母
の
味
受
け
継
ぎ
作
る
し
も
つ
か
れ
鮭
の
頭
を
こ
と
こ
と
と
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

口　
　
　

影
沢　

よ
し

九
輪
草
蕾
立
上
が
り
賑
や
か
に
春
の
足あ

音
の
近
づ
き
て
あ
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

郡
司　

喜
恵

一
人
居
の
午
後
の
ほ
う
じ
茶
大
ぶ
り
の
湯
呑
に
一
本
茶
柱
が
立
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

滝
田　

孝
子

信
号
を
待
つ
間
に
過よ
ぎ

れ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
眼ま
な
こ寂
し
き
牛
と
目
の
遭
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩　

田　
　
　

上
杉　

里
子

　
　酒

好
き
が
昼
か
ら
飲
ん
で
高
い
び
き　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

円
高
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
値
切
ら
れ
る　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

郡
司　

正
幸

立
場
上
引
き
受
け
て
泣
く
保
証
人　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

低
い
鼻
谷
間
の
花
と
愛
さ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

仏
壇
に
春
を
告
げ
て
る
猫
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

短
　
歌

広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

城
山
三
郎
／
著
（
新
潮
社
）

　
「
天
真
爛
漫
な
面
影
、
声
に
な
ら
ぬ
悲
し
み
。
生
涯
、
明
る
さ

を
失
わ
な
か
っ
た
妻
よ
。
君
は
、
天
か
ら
舞
い
降
り
た
妖
精
だ
っ

た
。」
亡
き
妻
と
の
人
生
の
日
々
を
綴
っ
た
、
純
真
な
愛
あ
ふ
れ

る
「
妻
と
の
半
生
記
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岩
弓
枝
／
著
（
文
藝
春
秋
）　

　

幕
末
の
戦
乱
で
東
吾
は
行
方
不
明
、
畝
源
三
郎
も
落
命
す
る

が
、
麻
太
郎
、
花
世
、
源
太
郎
た
ち
は
逞
し
く
成
長
し
、
激
動
の

時
代
を
確
か
な
足
取
り
で
歩
き
出
す
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
人
情
を
映
し
出
す
、
大
河
小
説

第
二
弾
「
明
治
の
か
わ
せ
み
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

『
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
』『

ホ
ネ
ホ
ネ
た
ん
け
ん
た
い
』

那珂川町
図書館

『
そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な
い
の
か
』

俳
　
句

川
　
柳


